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『 岩波ジュニア新書 核のごみをどうするか 』          今田 高俊【著】 

 
原子力発電によって生じる「高レベル放射性廃棄物」は国内に大量に溜まり続け、放射能の影響
が弱まるまで長い年月を要するといわれている。この危険な「核のごみ」をどこにどのような方
法で処分すればよいのか。私達はこの問題とどう向き合えばよいのか。専門家らによる提言を読
み解きながら問題解決への道を探る。 
 

 
『 ドミノｉｎ上海 』                      恩田 陸【著】 

イグアナが料理されれば盗賊団が上海に押し寄せ、そこに無双の甘党が上陸。風水師が二色に
塗り分けられ、ホラー映画の巨匠がむせび泣くと秘宝『蝙蝠』の争奪戦が始まった！革ジャン
の美青年がカプチーノをオーダー、一瞬で１０万ドルが吹き飛んだら、上海猛牛号で渋滞をす
りぬけ、まぁとにかく寿司喰寧。歯が命のイケメン警察署長が独走し、青年が霊感に覚醒した
とき、パンダが街を蹂躙する！張り巡らされた魔術に酔いしれよ！圧巻のエンタテインメン
ト。 

『 噛みあわない会話と、ある過去について 』           辻村 深月【著】 

２０１８年本屋大賞受賞後第一作！ あのころ言葉にできなかった悔しさを、辻村深月は知っ
ている。切れ味鋭い傑作短編集。美術教師の美穂には、有名人になった教え子がいる。彼の名
は高輪佑。国民的アイドルグループの一員だ。しかし、美穂が覚えている小学校時代の彼は、
おとなしくて地味な生徒だった――ある特別な思い出を除いて。今日、TV番組の収録で佑が美
穂の働く小学校を訪れる。久しぶりの再会が彼女にもたらすものとは。 
 

 
『 図説 宮澤賢治 』                    天沢 退二郎【編】 

いまなお人々を魅了してやまない数々の童話や詩を生んだ宮澤賢治。肖像写真や、人々との交
流を物語る手紙、推敲の過程が克明に残る自筆原稿やメモなど、約２５０点の貴重な写真と資
料で、その生い立ちから、早すぎる死までを辿る。多感な少年時代、驚異に満ちた創作に励み
ながら、豊かな教育活動を展開した教師時代、使命感に突き動かされて、農村に身を捧げた羅
須地人協会時代、そして闘病、再起して砕石工場技師としての仕事に取り組むが、再び病床に
臥した晩年。写真・図版資料と、第一線で活躍する賢治研究者たちによるキャプションが、賢
治の短くも烈しい生涯と、知られざる素顔を照らし出す。 

 

『 光触媒が一番わかる 』                    高島 舞【著】 

近年、光触媒の機能が発現する光の領域が紫外線といった限られた領域から、太陽光やLED
などの一般的な領域でも可能な技術（可視光型光触媒）が開発され、光触媒の製品開発にお
いて広がりを見せています。本書では、光触媒を理解するためのポイントとなる基礎知識、
光触媒の働きとしくみ、光触媒の用途、光触媒の性能評価、光触媒の可能性を高める技術な
どについて、わかりやすく解説します。 


